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10団体からのご発表(発表順)
第2回

2

1. これまでの検討経緯

工期WGはこれまでに3回開催され、国交省等の既存の取り組みの紹介、及び10団体から工期設定の考え方の発表を実施した。
本日はこれらの情報を基に作成した骨子案についてご照会し、次回以降は詳細な検討に移りたいと考えている。

工期に関する
基準（案）

既存の取り組み
建設工事における適正な工期設定のためのガイドライン

直轄工事における適正な工期設定の取組について

公共建築工事における工期設定の基本的考え方

建築工事適正工期算定プログラム

第1回

第3回

JR東日本

全国中小建設業協会

全国建設室内工事業協会

日本電設工業協会

NEXCO西日本

不動産協会

東京都

全国建設業協会

日本建設業連合会

電気事業連合会

(※)ガス分野については、別途団体にヒアリングを実施済
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【参考】工期に関する基準のイメージ
令和元年9月13日
中央建設業審議会資料２－１より抜粋

契

約

完

成

＜各工期において考慮すべき事項＞

準 備
施 工

後片付け等
基礎工事 躯体工事 内装仕上げ工事

・労働者や建設資材の投入量
・採用している工法

と工期の関係を確認

・自然的要因（多雪、寒冷、多雨、強風等）
・休日（週休２日、祝日、年末年始、夏期休暇等）

＜全工期に共通する事項＞

＜その他考慮すべき事項＞
・過去の同種類似工事の実績
・工事別の特性を考慮
（例）新築工事：地下水及び地下埋設物の存在

改修工事：アスベスト除去工事
再開発工事：保留床の処分時期

・用地買収や建築確認、
道路管理者との調整
・工事場所の周辺環境、
近隣状況及び規制等
・仮設工作物の設置、
資材及び機器の製作
期間、調査、測量等

・地下水及び地下
埋設物の存在
・掘削土の搬出

・養生期間
・受電の時期
・設備の総合試運転
調整

・官公署の完了検査
・工事の完成検査
・仮設工作物の撤去、
清掃等

※特に設計変更が行われる場合には、工期の変更が認められないケースが多いため、重点的に確認



工期に関する基準（案）
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2. 基準（案）の構成 （1/2）

基準案は６章構成を検討しており、総論において基準の趣旨や受発注者の責務等を明らかにし、その後、工程全般、工程別、
分野別で工期設定において考慮すべき事項をとりまとめる。また、働き方・生産性向上に向けた取り組み事例から抽出した知見を
示す。

1.総論

2. 工程全般に渡って考慮すべき事項

3. 工程別に考慮すべき事項

４. 分野別に考慮すべき事項

基準の趣旨、適用範囲、
受発注者の責務等を明確化

工期全般に渡って考慮すべき事項を明確化

工事着手から工事完了までの
各工程に着目して考慮すべき事項を明確化

住宅・不動産、電力、ガス、鉄道などの
分野別に特有の事項を明確化

6. その他 その他の留意事項を記載

5.働き方改革・生産性向上に
向けた取組について

働き方改革・生産性向上に向けた
取り組み事例から知見を抽出



２. 工期全般に渡って考慮すべき事項
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2. 基準（案）の構成 （2/2）

既存の取組およびこれまでのご発表を踏まえ、各章で記載する内容は以下を想定。
（※）詳細は、資料２－２を参照されたい。

1.総論
（１）背景

（２）趣旨

（３）適用範囲

（４）建設工事の性質

（５）工期設定おける受発注者の責務

（１）自然要因

（２）休日・残業時間

（３）イベント

（４）用地買収

（５）制約条件

（６）契約方式

（７）関係者との調整

（８）行政への申請

（９）労働・安全衛生

（１０）工期変更

（１１）その他

3. 工程別に考慮すべき事項
（１）準備

（２）施工
- 基礎工事
- 躯体工事
- 設備工事
- 仕上げ工事
- 路上工事
- その他

（3）後片付け

4. 分野別に考慮すべき事項
（１）住宅・不動産分野

（２）鉄道分野

（３）電力分野

（４）ガス分野

6. その他
（1）著しく短い工期の疑いがある場合の対応

5. 働き方改革・生産性向上に向けた取組について
(※)詳細は次頁参照



3. 働き方改革・生産性向上に向けた取組について

週休２日達成に向けた取組事例について、受発注者の協力のもと、住宅・不動産、鉄道、電力、ガスに加え、R２年度は病院、
工場について調査。（第１版については令和元年７月に公表）

https://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/totikensangyo_const_tk1_000178.html
工事の種類や規模、施工条件週休２日に向けた取組目標や取組内容（受発注者双方の取組）、取組の利点、留意すべき
課題について紹介。
（※）第２版の公表に向け、内容精査中。

生産性向上に向けた受発注者双方の取組を、
手法別（ICTツールの活用、打合せ方法の合理化、工法の見直し等）等で抽出 6


